






































































































































































































































































































































危険が大きいのではないかとされる（Sandmire & Wald 1990：55-56）
（Engster 2010：245）。そこでは，「濡れ衣」問題，「すり抜け」問題，サン
プリング問題など，試験の予見可能性が必ずしも完全でないという問題が指


























































る論者が言及する手法が，「児童虐待潜在性診断表（the Child Abuse Potential 










































































































ない（Wispelaere & Weinstock 2012：201）。
　親業免許制度による親への危害とはまったく正反対に，自然親・生物学的
親こそが不当に優遇されているという議論も上述のように存在している。養



















































































































































































































































































































を最大限認める「家族共同国家（The State of Family）」，子どもの主体性を
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